
　　　

埼玉県内の県立特別支援学校では、児童生徒数が増加しており、教室の不足は深刻な問題と
なっています(さいたま市など県南ゾーンにおける受け入れ規模は�,���人、児童生徒数�,���人、
過密状況は�,���人となっています)。

少子化で子どもが少なくなり、学校に余裕教室が生まれていることは
よく聞くけど、教室不足ってどういうことなの？

県教育委員会などの対応は？

▲県立大宮北特別支援学校

　3月16日 (月)
令和8年度予算に対する予算委員会質疑に登壇(教育関係予算)

埼玉県議会�月定例会・予算委員会において、教育委員会関係予算に対する質疑を行いました。今回の質疑
は「県立特別支援学校の教室不足」についてです。昨年�月定例会本会議一般質問において、「さいたま市
の子どもたちが通う県立特別支援学校の教室が不足しており、教育環境が悪化しているため、教室の増設な
ど環境改善を求める。」ことについて訴えました。今年�月定例会予算委員会において、来年度の対応状況
について質疑しました。今号では、教育長が回答しました令和�年度の対応について報告いたします。

2026. 4  （下）2026. 4  （下）

県教育委員会においては、令和�年�月に「埼玉県特別支
援教育推進計画」を策定し、県立特別支援学校の整備を
位置づけました。さいたま市内では、県立岩槻はるかぜ
特別支援学校が令和�年�月に開校するなど、環境整備に
取り組んでいるところです。しかし、例えばさいたま市
北区の児童生徒が通学している西区の県立大宮北特別支
援学校では、令和７年度において八つの教室が不足し、
一つの教室をパーテーションで区切り二つの教室として
使用しています。直接、学校を訪問して状況を確認しま
したが、極めて劣悪な環境であると感じました。

子どもたちの教育環境の改善が実現へ！ 子どもたちの教育環境の改善が実現へ！ 



小川ひさしプロフィール埼玉県議会議員

枝野幸男さんと連携・協力して取り組んでいます！ 

「大宮北特別支援学校などさいたま市の子どもたちが通
う学校において、教室不足が生じ劣悪な環境で学校生
活を送っています。可能な限り仮設校舎の設置など環
境の改善に取り組む必要があると考えます。」

昨年６月定例会本会議の質問と答弁は？

今回の予算委員会で具体的な改善内容が示されたのですか？

はい。さいたま市の子どもたちが通学する「大宮北特別支援学校」、
「浦和特別支援学校」、「上尾かしの木特別支援学校」における教育
環境改善について、具体策が示されました。

令和�年度はこれらの予算によって、校舎の改築に係る基本計画の策定を行う予定です。
引き続き、さいたま市の子どもたちが通う県立学校の教育環境改善に向けて全力で取り
組んで参ります。

日吉教育長

西区の「県立大宮北特別支援学校」          校舎全面改修
受け入れ規模110名増、令和8年度予算額　約2億5千万円　
「浦和特別支援学校」                               一部改良               
 受け入れ規模120名増 令和8年度予算額　約1憶円
「上尾かしの木特別支援学校」                  増築
受け入れ規模120名増。 令和8年度予算額　約8千7百万円
 

と、日吉教育長に見解を求めました。 

日吉教育長は
「県は、今後の児童生徒数の推移を踏まえ、
効果的な手法を検討しながらスピード感を持って大宮北特別支援学校を含め
た県南ゾーンの特別支援学校の教育環境の改善に取り組んでまいります。」
と、残念ながら具体的な改善策については示されませんでした。
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